
 

アンケートの結果 

 

１．お子さんは、時間やルールを守って落ち着きのある生活を送っている。 

 

 

 

 

８割以上の生徒が時間やルールを守ることへの意識を高く持っていることが分かります。また、昨年度よりも規範意識の

高まりがみられ、うれしく思います。ご家庭での地道な声掛けが成果となって表れているのではないでしょうか。 

 

２．お子さんは、自ら明るい挨拶をしようとしている。 

 

 

 

 

７割以上の生徒がおおむね挨拶ができています。学校におきましてもすれ違う生徒に挨拶をすると明るい返事が返っ

てきます。大変うれしいことです。ただ、若干数値が低いのは、「自ら」という点ではないかと考えております。挨拶を返す

ことだけではなく、出会った人に進んで挨拶できるよう声をかけてまいります。 

 

３．お子さんは、思いやりの心を大切にし、いじめや暴力、他者への偏見・差別を許さない気持ちをもって生活している。 

 

 

 

 

 

 他者への配慮や誰もが過ごしやすい学校生活を送ることができるよう、さらなる人権教育を進めてまいります。また、毎

月 3日に行っております「いじめを見逃さない日」の取り組みにも工夫を重ね、「誰もが安心して気持ちよく過ごすことので

きる岐北中学校」にしていきます。 

 

４．お子さんは、健康な生活を送るために、「体調確認」、「手洗いや消毒」、「十分な睡眠やバランスのとれた食事の摂取」

などができている。 

 

 

 

 

 生活習慣調べ等でも、睡眠時間の不足や就寝時刻の遅さが表れております。時間の使い方につきましては、学校でも

話題にしておりますし、ご家庭におかれましても話題にしていただいたり、見届けてくださったりしていることと思います。

今後とも地道な働きかけをお願いいたします。 
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５．お子さんは、落ち着いて学習に取り組んでいる。 

 

 

 

 

６．お子さんは、グループ交流などの「かかわり合い、学び合い」を大切にし、主体的に学習に取り組んでいる。 

 

 

 

 

７．「宿題を定期的に位置づける」、「定期テストの約６０％を宿題や授業の内容をもとに出題する」といった、授業と家庭学

習の連動を図った学校での取組は、お子さんの家庭学習の習慣化や学力向上への手がかりになっている。 

 

 

 

 

３項目とも昨年度より改善傾向が見られます。また、毎年実施されております全国学力学習状況調査の結果をみても家

庭学習の時間は昨年度より増えています。調査対象生徒は3年生なので単純には比較できませんが、学習の習慣化とい

う点で一定の効果を上げていると考えています。 

 学校においては、教師が一方的に話をする講義形式のものだけではなく、対話を通して主体的に学習に臨み、考えを

深めたり広げたりするような授業の工夫をしております。来年度も、家庭学習の習慣化や学力向上、自ら学ぶ姿勢等の定

着にむけて、各教科部を中心に取り組んでまいります。 

 

８．岐阜市より貸与されている iPad を活用した学校の教育活動（日々の授業、オンライン授業、生徒会活動、進路説明会

等）は、お子さんのためになっている。  

 

 

 

 

 iPad の貸与から５年がたち、学校においても家庭においても活用が日常のものとなっております。「家庭学習や有事の

際のオンライン授業に備え、毎日持ち帰る」という岐阜市教育委員会の方針の下、タブレットは毎日持ち帰っております。

これにより学級閉鎖や警報等による休校時でもオンライン授業が可能となり、学びの継続を図ることにつながっております。 

 また、学習支援アプリ「ロイロノート」やデジタル教科書等を活用した学習の推進や、スタディサプリを活用した自学自習

の習慣化も浸透しつつあります。 

 一方で、ご家庭におけるタブレットの使い方について心配される声もあります。使い方につきましては、中学校でも折に

触れて指導し続けてまいりますが、ご家庭での見届けもお願いいたします。 
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９．学校職員は、お子さんや保護者との相談活動に積極的に取り組み、信頼関係の確立やいじめの早期発見、早期解決

に努めている。 

 

 

 

 

 「いじめアンケート」、「心のアンケート」はもとより、学級内での生徒の様子の把握や声掛け等を行い、あらゆる機会を通

していじめの早期発見に努めております。また、現在は、生徒が一日2回「ここタン」の入力をし、その時の心の様子を振り

返るとともに、職員が状況を把握できるようにしております。 

 このようにして得られた情報からいじめと思われる事案が発生したときは、直ちにいじめ防止対策推進会議を開き、校長

をはじめいじめ対策監や生徒指導主事主導の下、組織的な対応を行ってきました。 

 今後ともこの体制で迅速な対応をおこなってまいりますが、ご家庭での生徒の様子から気になる点やお気づきのことが

ございましたら、遠慮なくご連絡いただきますようお願いいたします。 

 

１０．学校の教育活動やお子さんの学校での様子を、各種通信やホームページなどで知ることができる。 

 

 

 

 

 学級通信、学年通信、スマート連絡帳による各種情報提供、ホームページでの活動の紹介などを行ってきました。とくに

ホームページには２月１９日現在で７２本の記事を上げ、生徒の活動の様子を紹介しています。ぜひともご覧ください。 

 今後とも折に触れて様々な情報を提供してまいります。 
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※グラフ凡例 
４：あてはまる ３：どちらかというとあてはまる ２：どちらかというとあてはまらない １：あてはまらない 
０：わからない 


